
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心も体も

たくましい

こども

思いやりの
あるこども

自分で考え

行動するこども

基本的な生活習慣の形成 
・一人一人に応じた適切な援助をする。 
・自分のことは自分で行う機会を積み重ねら

れるようにする。 

・指導の工夫を家庭とも共有し、連携して進

める。 

体力の向上 
・多様な体の動きを経験できる環境の構成

や運動遊びを計画的に取り入れる。 

・動きを引き出す園庭の遊び、発達に応じ

た活用内容を工夫する。 

自立心 
・しなければならないことを自覚し、

場や状況に応じた行動が身に付くよ

うにする。 

・物事に最後まで取り組む体験を積み

重ねられるようにする。 

思考力の芽生え 
・気付いたり、考えたり、工夫したりする面白さ

を十分に味わえるようにする。 

・身近な事象や物に直接・具体的に関わる経験を

大切にする。 

多様な感情体験 
・自分の気持ちと他者の気持

ちの違いを感じたり、自分

が人の役に立つ喜びを味わ

ったりしながら、人との関

わりを深めていく機会をつ

くる。 

・互いに認め合う温かい人間

関係を築き、自己肯定感を

育み、道徳性の芽生えを培

う。 

・様々な人と触れ合う中で、

感謝の気持ちをもつ。 

自然における直接体験 
・自然への興味・関心をもつ機会を重視

した環境の構成を行う。 

・自然に継続的に関わりながら畏敬の念

を育んでいく。 

 

特色ある教育活動 
★こどもを真ん中に、人とつながりを大切にし

ながら幼児を育む。 

・保護者、地域、近隣の学校・保育所、専門家 

など様々な人とつながり、園に関わる全ての 

人のウェルビーイングを目指す。 

・保護者が幼児と共に楽しむ活動を通して、こ 

どもが成長する過程を実感できるようにする。 

自然 de遊ぼう 

・親子で自然の不思議さや発見を楽しみ、

自然の奥深さを知る。疑問や気付きを大

切にする。 

リズム de遊ぼう 

・親子で多様な音やリズムに出合う。音楽

の楽しさや表現する喜びを感じる。 

からだ de遊ぼう 

・発達に即した多様な動きを取り入れて遊

ぶ。家庭でも継続して楽しめるように。 

スポーツチャンバラ 

・体を動かすことやルールを守ることだけ

ではなく、礼節や相手の頑張りを認める

などの心情も育む。 

 

3・４・５歳の指導の重点（一部抜粋） 

３歳児  

・一人一人が安心して自分を表しながら、自

分のしたい遊びを十分に楽しめるように。 

・家庭との連携を図りながら、身の回りのこ

とを自分でしようとする気持ちを育む。 

４歳児  

・教師や友達と一緒に過ごす楽しさや喜びを

感じられるように。 

・様々な人と触れ合う心地よさを感じ、自分

の思いを表したり、相手の思いに気付いた

りできるように。 

・健康な心と体を育むよう、生活リズムを身

に付け、必要感をもって行えるように。 

５歳児 

・自分の力を十分に発揮して遊ぶ中で、試し

たり工夫したりして、やり遂げた満足感を

味わい、自信をもてるように。 

・友達と協力して遊ぶことを通して、様々な

感情を体験しながら思いや考えを伝え合っ

たり、折り合いをつけたりして遊ぶ楽しさ

を味わえるように。互いのよさを認め合え

るように。 

・年齢、性別、国籍を問わず様々な人と関わ

る経験を通して、様々な考えに触れ、相手

の立場に立って考えられるように。 

保護者や地域の方との関わり 

○保護者や地域の人など、様々な人と関わ

る中で、感謝の気持ちをもち、感謝を伝

える経験ができるようにする。 

○保護者・地域の力や意見を取り入れる。 

・父母の会との連携、地域の人材、 

地域の施設活用、保護者アンケート、 

評議員会の設置 など 
 

SDGｓ 

○「持続可能な開発目標」について知り、

他者や地域社会のために自分たちができ

ることを考える。 

○日本や世界の文化に関心を向ける。 

 

連携教育 

〇他校種との交流において、互恵性のある

連携教育を実施する。 

○近隣の保幼小中高との交流を通し、生活

における連携も推進する。 

 

安全教育 

○日々の安全管理を徹底する。 

・遊具の安全な使い方 

・交通安全指導  など 

○避難訓練（地震・火災・津波・大雨・竜

巻・不審者・台風）を毎月実施する。 

○いじめ、虐待の未然防止・早期発見に努

める。 

子育て支援 

○在園の親子も地域の親子も、共に子ど

もの成長を喜び合い、子育ての喜びを

分かち合えるように。 

・子育て相談、保護者会、学級懇談会、

道徳育成研、家庭教育学級、ホームペ

ージ、未就園児親子登園（かんがるー

ひろば・プレ幼稚園）、預かり保育

（にこにこタイム） など 

○こども誰でも通園制度「あずか～る」

の実施。 

経営理念 

未来を担うこどもたちが、将来、たくましく育っていくために、最善な環境の中で幼児期を過ごせるようにする。園の教育環境

を工夫し、家庭、地域を含めた人の温もりが感じられる環境づくりを創造し続ける。人的環境をよりよくすることに努める理由

は、質の高い教育計画があっても、それを実行するには質の高い保育を実践できる教師が必要だからである。 

幼少期において人間性豊かな大人と出会い、愛情いっぱいに育った幼児は、人や地域に愛着をもつと考える。大人になった際に

は、地域社会を大切にする人になってほしいと願う。 

・幼児の個性や多様な状況や考え方を集団生活の中で生かしながら、共生社会の中での一人一人の成長を確実にする。 

・教職員が健康で明るく、自身の「もち味」を発揮する。専門家も含めたチームで組織的に取り組む。 

・幼児の学びや育ちの意味を可視化し、保護者と共有する。保護者や小中学校、地域の人に本園の魅力、園の教育内容を発信

し、信頼され、愛される園づくりを目指す。 

目指す幼児像 

〇身近な人と支え合うことを基盤としなが

ら、自分のもち味を発揮できる幼児。 

○気付いたり感じたりしたこと表し、考え

たり工夫したりすることを楽しむ幼児。 

〇様々なことに感謝する気持ちをもち、自

分も他者も大切にする幼児。 

 

 

 

目指す教師像  

〇向上心をもって日々自らを新たに

する、学び続ける教師。 

〇創意工夫に励み、他者と共に磨き

合い高め合える教師。 

〇幼児や保護者の思いに寄り添い、

信頼される教師。 

 

 

 

 

目指す幼稚園像 

〇学び合い育ち合う地域のコミュニティの

場。幼児も教師も保護者も園に関わる全

ての人がつながり、成長する幼稚園。 

〇幼児の成長を促すために、最適な教育環

境を創造し続ける幼稚園。 

〇幼児が夢中になって遊ぶことができる、

安心・安全な幼稚園。 

 

 

園内研究「表現する喜びを感じる幼児の育

成～歌と様々な体験を関連した保育を通し

て～（仮）」 

すくわく事業：「自然」（ナビゲーター園） 

教育目標 

  

一人一人のよさや可能性 
・一人一人のもち味を大切に

し、温かい雰囲気の中で個の

特性に応じて関わる。 

 


